  ナンシー市での支援活動　

ナンシー市議会では、東日本大震災における津波等の被害状況を知り、平成２３年４月１１日開催された市議会において、姉妹都市である金沢市をとおし、支援金を仙台市へ送付することが決議されました。金沢市とナンシー市、仙台市は、日本とフランスで姉妹都市提携などの交流のある自治体が連携して共通の課題に取り組んでいる「日仏自治体交流会議」へ参加しており、そこで築かれた関係がこの支援へと繋がりました。また、議決された支援金に加え、ナンシーの市民団体によるチャリティ・イベント等からの支援金や、ナンシー市で開催されたナンシー国際見本市での募金も金沢市を通じて仙台市に送ることが依頼され、７月５日に金沢市から、仙台市長に支援金送付の報告を行うとともに、ナンシー市長のメッセージを持参しました。
　その後も、ナンシーの市民団体や学校、一般市民を中心に、チャリティ・イベントや募金活動等は引き続き行われ、平成２４年１月２５日、平成２５年２月１５日にも、支援金が金沢市をとおし、仙台市へ送られました。合計３回の送付による支援総額は、６０，６２０ユーロ（6,814,745円）になりました。　　　　　　　
	送金回数
	支援機関・団体等
	金額
	仙台市への　　入金日

	１回目
	ナンシー市　　　　　　　　　　　　　　
	20,000ユーロ（2,315,019円）
	　

	　
	ナンシー仏日協会・学校・一般市民など
	15,000ユーロ（1,730,317円）
	H23.7.5

	　
	ナンシー国際見本市協会 　　　　　　　 　
	11,000ユーロ（1,279,190円）
	　

	２回目
	ナンシー仏日協会・学校・事業者・一般市民など
	12,000ユーロ（1,181,400円）
	H24.1.25

	３回目
	ノートルダム・サン＝シジスベール高校（＊）　　　　　
	2,000ユーロ（ 235,740円）
	H25.2.15

	　
	ナンシー仏日協会・学校・事業者・一般市民など　　
	620ユーロ（   73,079円）
	

	合　計
	　　　60,620ユーロ　（6,814,745円）
	　


※送金金額（円）は、金沢市のナンシー市からの支援金受入日の為替レートに基づいています。　　　　　

（＊）ノートルダム・サン＝シジスベール高校について

　　　　ナンシー市内の私立進学校。日本文化への興味関心が高く、石川工業高等専門学校とスカイ
プによる英語交流を行っている。

　　　
